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今から15年前に，原著であるTanz-Lektüren : 
Körperbilder und Raumfiguren der Avantgarde

（舞踊のレクチュール，アヴァンギャルドにおけ
る身体イメージと空間像）を東京の図書館の棚の
奥に見つけた。どういう経緯でこの本を探したか
は記憶にないものの，懸命にドイツ語の辞書を引
きながら，冒頭の件を読んだ。ドイツのダンス理
論書が，ラフカディオ・ハーンの白拍子の事例で
始まるとは――その話をドイツから来ていた音楽
学者に話したところ，この本の著者とは長年の友
人であるばかりでなく，もう直ぐ来日するという。
紹介されて，初めて著者のガブリエレ・ブラント
シュテッター教授に会ったのは，彼女がライプ
ニッツ学術賞を受ける１年前のことだった。その
後，アメリカ留学を経て，教授が立ち上げたベル
リン自由大学の舞踊学科で博士論文を執筆するこ
とになった私自身の経緯は，この本が白拍子の話
からモダンダンスを経由して，ヨーロッパのダン
スでの知覚の危機を描く行程と，不思議なほど一
致していた。

バイロイト大学に教授資格申請論文として提出
されたブラントシュテッターによるこの『ダンス
の詩学』は，ドイツ舞踊学の先駆的研究である。
出版当時の1995年はまだ，舞踊学という分野はド
イツで始まったばかりで，個々の芸術家の専門書
や，ダンスのテクニカルな議論が，文化的なコン
テクストと切り離されたところで行われていた。
そのような状況で，文学，視覚文化，哲学，演劇，
ファッション，文化理論を繋ぎ合わせて，学際的
にダンスを言説化したこの書は，ドイツでの文化
学のあり方をも示唆したと，この本の訳者の一人，
アメリカ人の舞踊史家マーク・フランコが記して
いる。

ダンスをテクストとして読解するという記号学
的，ポスト構造主義的方法は，既に1986年にアメ
リカ・カリフォルニア大学のスーザン・フォス
ターがReading Dancing: Bodies and Subjects in 
Contemporary American Danceの中で，同時代
アメリカ人振付家の事例を用いて行っている。ブ
ラントシュテッターのこの研究も，本人が記して
いるように，フォスターによるダンス理論を，ド
イツのコンテクストに導入し，視覚文化や文学へ
と更に拡張したものと捉えられよう。
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ブラントシュテッターはダンスの読解をまず，
書くことと読むことが同時発生するものとして捉
え，それを行う二つの基軸として，パトス定型（パ
トスフォルメル）とトポス定型（トポスフォルメ
ル）というアビ・ヴァールブルクの図像学の概念
を適用する。ヴァールブルクが，パトス定型の理
論を構築したムネモシュネプロジェクトにおいて
用いた「想起的キネーシス」という図像学の概念

（記憶そのものが動き出す，もしくは記憶は動き
から成立している）を，理論的方法論的アプロー
チとして提示している。

内容は，第一部の「パトス定型――身体のイ
メージと踊られた形象――」と，第二部「トポス
定型――ダンスの動きと空間の形象――」に大き
く分けられる。本書の三分の二を占める第一部で
は，1900年頃に生じた，主体を巡る問題と，モダ
ンダンスと共にデザインされた，身体イメージを
巡る問題を扱う。ヴァールブルクによるパトス定
型とは，人間の情念の原初的表現として，集団の
文化的記憶が視覚的に刻印されたもので，ブラン
トシュテッターは，これを身体と動きの分析に応
用する。このパトス定型は，ダンスにおいて，二
つの異なる典型モデルとして現れてくる。まず一
つ目は，ギリシャ的モデルと呼ばれ，パトス定型
がモダンダンスの動きで自然や自然らしさのパ
ターンとして再活性化されたものである。二つ目
は，エキゾチックなモデルというもので，これは
外の文化や他者との遭遇によって展開した身体の
イメージである。新しい人間としての主体の構築
を目指したモダンダンスにおいては，この主体と
自然という概念は密接に関係しあいながら，この
二つの典型モデルへと連結された。

第一部第１章「美術館におけるダンス」では，
19世紀末のヨーロッパ文化の危機を表したホフマ
ンスタールの文学作品『チャンドス卿の手紙』を
ボート・シュトラウスで読解することから始まり，
モーリス・エマニュエルによるギリシャ舞踊での
動きのカタログ，デルサルトシステムをアメリカ
に普及したジュヌヴィエーヴ・ステビンズの理論
に触れながら，アレクサンデル・サカロフが描い
たジェスチャーのスケッチや，イサドラ・ダンカ
ンやマタハリ，ロイ・フラーなどを挙げてモダン
ダンスの誕生を，古代美術のアーカイブから辿っ
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ていく。ヴァールブルクとの比較を通じて，ホフ
マンスタールの『ギリシャの瞬間』を脱構築への
道程として想起と忘却を結びつけていく論述部分
は，著者のドイツ文学者としての気迫を感じさせ
る。

第２章では，ダンスの衣装とダンスの改革を結
びつけて，女性らしさについて言説化する。衣装
の改革は衛生状態，コルセットなどからの身体の
解放，美学上の議論と重なりながら，女性の服装
の改良に繋がっている。ここでは，ショールや
ヴェールも，ダンスそのものと同じように，動的
な意味を作り出しそれを再配置する暫定的な行為
と関わっているという。身体は形の定まらない衣
装に輪郭を与えながらも，衣装はその運動によっ
て身体の輪郭を解体し，身体がいわば織物の織り
目の中へ変容していく抽象化のプロセスを作る。
ダンカンやルース・セント・デニスも愛用したガ
ウンやショールをデザインしたマリアーノ・フォ
ルトニーや，そのドレスについて記したマルセル・
プルーストの『失われた時を求めて』，ガブリエー
レ・ダンヌンツィオの小説がここでは言及される。
続いて，身体イメージの古典的モデルとして，ボッ
ティチェリやダンカンのプリマヴェーラ（春），
サモトラケのニケ像，メナード（マイナス）の図
像が論じられる。身体イメージの二つ目であるエ
キゾチックなモデルとしては，エロチックなパン
トマイムであったスタシア・ナピエルコウスカに
よる『ミツバチ』の記録や，ダンヌンツィオによ
るイザベラのミツバチダンスに関する記述，そし
て文学や絵画で広く扱われたサロメによる誘惑の
ダンスが取り上げられる。

第３章では，狂喜としてのパトス定型によっ
て，ダンスにおけるコントロールとその欠如，自
我の分裂と溶解が論じられ，自己が溶解するモデ
ルとして旋回ダンスを，変容するモデルとして炎
のダンスを挙げている。前者ではメアリー・ダグ
ラスやゲオルク・フックスの例を引きながら儀式
的，トランスが生じるダンスと，デルヴィッシュ
の旋回舞踊が，マリー・ヴィグマンの表現主義舞
踊に与えた影響を論じ，後者ではガストン・バシュ
ラールやホフマンスタールの『エレクトラ』，リ
ルケの『スペインの踊り子』，ポール・ヴァレリー
の『魂と舞踊』を参照しつつ，動きを介して身体
と想像の世界を繋ぐメタモルフォーズが，火のモ
チーフと結びついていたことを記述する。

20世紀の初めに，ダンスは文学に代わる新しい
クリエイティビティとして注目され，ダンサーは
それを体現するミューズとなる。第４章では，ヴァ
レリーの『ドガ　ダンス　デッサン』を掘り下げ，
ダンスの動きを有形化するメディアとしてのメイ
エルホリドのビオメハニカを挙げながら，マラル
メの『ディヴァガシオン』での踊り子と踊る女の

議論上に，ヴァレリーにおける踊るメデューサが，
詩の源とその理論の双方，つまりダンスでもダン
サーでもあると位置付ける。最後に，ロベルト・
ヴァルザーやトーマス・ベルンハルトの例を挙げ，
ここでは記号が崩壊し，踊らないダンサーという
静止のパトスが追求されるものの，コード化され
ないイメージや表現形象への飽くなき探求が認め
られるという。

第二部の「トポス定型――ダンスの動きと空間
の形象――」では，身体の表現描写の変容と脱構
築に焦点をあて，ダンスにおいて典型的な空間の
定型がどう作られるかを検証する。具体的に，身
体のイメージが抽象的な形象へと変容していく様
を描写する。ここでは，迷宮とスパイラルの二つ
が，身体から空間へ，個人から集団へ，そして動
きからシンボルへと移行する象徴的な形象とされ
る。まず，第１章でフラーの『蛇のダンス』とマ
ラルメによるその分析，フォルトニーやダンヌン
ツィオによるヴェールや衣装の記述，バレエリュ
スでのレオン・バクストの装置やカール・アイン
シュタインによる記述を結びつけながら，フラー
による空間構築の対照例として，オスカー・シュ
レンマーの『トリアディック・バレエ』を挙げる。

第２章では，ダンスにおける抽象化の過程を，
20世紀の振付の展開を通して観察する。ここで抽
象化とは，演劇上演の模倣的概念からそれ自体を
切り離し，伝統的な演劇での各芸術分野のコラボ
レーションを分離する，双方を意味している。具
体的には，未来派の影響を受けたヴァランティネ・
ドュ・サン・ポワンによる舞台振付作品が古典バ
レエだけでなく，新しいモダンダンスにも対抗す
る抽象化がされていたことを詳述する。

そして第３章「航空ダンス，未来派のダンスと
航空技術」では，飛翔への希求が重力を乗り越え
ようとする欲望と相まってダンスとなることが論
じられる。マリネッティは「未来派ダンス宣言」
の中で，フラーのダンスを絶賛するが，自作『女
性飛行士のパントマイム』のダンサーこそ，身体
の機械化と機械的なものの身体化という未来派的
主体の構築であった。

第４章「ダンスを書くことと空間的に書くこと
――アルファベットとトポス定型の狭間――」は，
書かれたダンスと，ダンスによって描かれた空間
というメディア，の二つを扱う。ここでは，身体
運動を含めた世界一切を分析し読解する舞踊譜を
編み出したルドルフ・フォン・ラバンを基軸に据
える。そして，彼のシュリフトタンツの意味を拡
大した，ダンスを創造する文字という特徴を，ミ
ハイル・フォーキンの『カーニバル』や，ダンサー
のアカロヴァの振付に見出していく。

最後の第５章「中断」においては，写真や映画，
編集などでの分断化の技法が，アヴァンギャルド
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の演劇やダンスにおいて身体と動きの概念に翻訳
されることを，チャーリー・チャップリンやメイ
エルホリド，ヴァレスカ・ゲルト，バレエ・スエ
ドワの例を挙げて説明する。ブラントシュテッ
ターは，アヴァンギャルドの演劇やダンスはもは
や総合芸術としての統合を希求せず，分離個別化
された芸術の様式間に衝突を引き起こす中断を基
盤にする知覚パターンから構成され，観客も，そ
の意味を能動的に作り出すと結論づける。これに
続く結びにおいては，メグ・スチュアートやウィ
リアム・フォーサイスによる同時代のダンス作品
へと議論を接続し，この本で歴史的資料を用いて
論じてきた，それまでのダンス研究をも，未来の
アヴァンギャルド誕生の夢へと，潔く昇華させて
いく。

ダンスを読むことがダンスを作ることになる
――ダンスとテクストとイメージを巡る膨大な資
料を用いて，ダンスにおける近代の幕開けを，世
紀転換期ヨーロッパの歴史的アヴァンギャルドで
読解した画期的なこの研究書で，ブラントシュ
テッターはそう主張している。そしてそれは，目
の前の踊れない老婆が20年前に白拍子として美し
く舞う姿を，記憶を頼りに描いた画家を巡る，ハー
ンの冒頭の逸話に立ち返る。想起による身体イ
メージの創造と消滅は，ダンスと文学，身体イメー
ジと空間の形象，の接点であるだけでなく，ダン
サーの老いの過程にも繋がっていた。

（Oxford University Press, 2015年４月刊行）


